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　福岡市内の「あまがせ産婦人科」に研修に行ってまいりました。

大変興味深い内容で、真剣に参加してまいりました。

当院でも積極的に良い面を取り入れ、患者様にとってより良いクリ

ニックを目指したいと考えております。

その第一歩としてママサポーターを配置することといたしました。

ママサポーターとは、つねに患者様の立場に立ってドクター、助産師、

看護師とのコミュケーションをサポートする役職です。今後のママサ

ポーターの活躍にご期待下さい。

ママサポーター
スタート♪

妊娠・出産・子育て

ドキドキいっぱいママの心強い味方♪

第
47
回
霧島国分夏祭り

霧島国分夏祭りに参加しました！

当院スタッフとその家族

など、総勢70名ほどで参

加してまいりました。みん

なでワイワイ盛り上がり

ながら、あっという間に2

時間踊ってしまいました。

また来年も参加させていた

だこうと思っております。

当院スタッフとその家族

など、総勢70名ほどで参

加してまいりました。みん

なでワイワイ盛り上がり

ながら、あっという間に2

時間踊ってしまいました。

また来年も参加させていた

だこうと思っております。
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ご協力ありがとうございました！ご協力ありがとうございました！

東日本大震災義援金募金のご報告

なんでもお気軽に
ご相談ください♪
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当院でも院内やイベントなどで義援金の募金活動をさせ
ていただきました。

１０２,５９８円



　当院患者様専用の駐
車場が増えました。
当院正面に患者さま専
用の駐車場があらたに
完成しました。ご来院の
際にご利用ください。

 新駐車場の
ご案内

a b o u t  T e a m  M i t s u o

M i t s u o  　 N e w s

「医療法人三世会みつお産婦人科　ママの健康　1・2・3より」

　当初「Dr.雅彦の目指せ菜の花マラソン完走ダイエット作戦」によってはじまった、有志による集団です。
当初は２人で始まった集まりが、今では２０人以上にもなった「チームみつお」。はじめは菜の花マラソンだけのつ
もりが、自転車、水泳と始まって、いつの間にやらトライアスロンチームになりました。とはいえ、本当に３種目こ
なせるアスリートはほんの一部で、みんなそれぞれのペースで、日々の健康の為、将来の３種目制覇を夢見なが
ら、練習している（遊んでいる＾＾）チームです。

今後の大会参加予定

チームみつお
活動の様子

チームみつおでは、春から夏にかけてもいろいろな大会に参加してまいりました。
これからも地元の大会を中心に参加してまいりたいと思います。
応援よろしくお願いいたします。

10 月

12 月
綾・照葉樹林マラソン
青島太平洋マラソン

みつおコラム②

安全なお産は「体調管理」から。
日 を々大切に過ごして！

ちょっと一息

　日本の周産期医療は世界でもトップクラス。でも、お母さん自身の「安全なお産」への努力も

必要です。体調管理を怠らず、出産までの日々を大切に過ごしてください。

　大学病院やその関連病院に勤務する産婦人科医が2年余りの間に412人（8%）減少してい

る実態が、日本産婦人科学会で報告されました。

　大学病院に限らず、個人産院でもお産をやめ、婦人科のみの診療に変わる流れがあります。

背景には過酷な労働条件だけではなく、医療業界では、産婦人科が最も訴訟の多い科目であ

り、リスクが高いとういう事も拍車をかけているようです。

　分娩（ぶんべん）時、ちょっと前まで正常に経過していても、突然重篤な症状に陥る危険性が

あるのが周産期医療の特徴です。戦後の周産期医療の発展により、「赤ちゃんは当たり前に、し

かも安全に生まれてくるもの」と思われています。

　日本の周産期医療は世界でもトップクラスです。実際1年間で起こる母体死亡、新生児死亡

は約2万人に１人という割合です。これほど低い周産期死亡率が維持できている背景には医療

技術や器具、施設などの進歩もありますが、大勢の産婦人科医たちの努力なしには実現しな

かったことだと思います。

　ただ、安全なお産にはお母さん自身の「安全なお産」への努力も必要です。お産は、何が起こ

るかわからないということを認識し、「赤ちゃんのためにならないことはしない」「体調管理は

しっかりとする」など、赤ちゃんを迎えるために、お母さん自身も自分で自分の体を管理する気

持ちを大切にしてほしいと思います。

　妊娠、出産は一生に何度も経験できないことですから、おなかの赤ちゃんに対して、「この子

は私が守るんだ」という意識をもって過ごすことで、リスク回避できることはたくさんあります。

　妊娠から出産まで、１人ひとりの物語があるように思います。

　みなさんの安産を心から願っています。

縄文の森駅伝

24時間ひまわりマラソン

栗野高原マラソン

天草国際トライアスロン

　新入職員研修を実施致しました。
チームみつおの一員として、患者様に満足していただける
スタッフに一日でも早く成長して欲しいと願っております。

Hello!New Face

新入職員研修

今年のイベントも残りわずか！
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